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2020年7月の消費者物価指数、コア(生鮮食品を除く)は前年比0.0%
（前月0.0％）と伸びは横ばいとなった。消費増税及び幼児教育・保育
無償化の影響を除いた指数は前年比▲0.3%。

前月から水準に大きく変化はないものの、前月に続きガソリン等の石油製
品が前年比▲8.0％と下げ幅を縮小、コア物価の前年比を押し上げた。

エネルギーを除いたコアコア物価は前年比0.45％→0.43％に伸びを縮
小した。携帯電話通信料の値上がりがあった一方で、飲食料品の値下げ
や高速道路料金の割引適用の復活が物価を押し下げた。

コロナ禍の中でも国内物価には足元で大きな下落はみられない。むしろス
ーパー等では割引セールの自粛等により、物価が押し上げられたとの情報
もある。しかし、需要が減少する状況は変わらず当面物価は低位で推移
すると考えられる。表面上のコア物価前年比は、10月に消費増税影響の
剥落、年末にかけては電気・ガス代の下落により押し下げられる見通し。
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